
第７回美し国市町対抗駅伝

タスキをつないで、総合 15 位！

2014

3月1日号
No.1302

  １区 岡本　亜海 1.28㎞
  ２区 小久保圭悟 1.85㎞
  ３区 藤原　あや 3.76㎞
  ４区 木下　航弥 5.65㎞
  ５区 玉木　良和 4.60㎞
  ６区 野村　真哉 6.36㎞
  ７区 齋藤　千穂 2.89㎞
  ８区 南　亜耶乃 3.43㎞
  ９区 田中　　葵 5.95㎞
10 区 松本　　聖 6.425㎞

合計 2 時間31 分 30 秒　42.195㎞



13木田市長のど～んとコミュニケーション
人権文化の花を咲かせよう

16暮らしの情報　

20島遺産・とばっこげんきっこ・編集後記

19library news（図書館だより）
行政チャンネルとば番組案内

　２月16日、第７回美し国市町対抗駅伝が行われ、29市町32
チームが参加しました。
　鳥羽市代表チームは、昨年と同順位の総合15位（２時間31分
30秒）でゴールしました。選手は市民から託された笑顔と感動の
タスキを強い絆でつなぎ、ゴールまで走り抜きました。
　また、三重県営総合競技場で同時開催された物産展では、鳥羽
市スポーツ推進協議会が「鳥羽産生わかめの味噌汁」を販売し、
訪れたかたに旬のわかめを味わっていただきました。

今月の表紙

14一人一人が備えてこ！防災力 UP! 鳥羽
だっこでほっと

15やんちゃっこあまえっこ
広報文芸

12まちの話題

44 月１日から市営定期船とかもめバスの
ダイヤを一部改正します

3平成 25 年度
友好都市三田市との交流概要

84 月１日から市役所の配置・組織が
一部変更になります

7ご利用ください国民健康保険事業
人間ドック・脳ドックの受診希望者を募集します

104 月からごみの分別方法が変わります

3月１日号
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歴 史・文化交流 ス ポーツ交流

学 校交流

防 災訓練への相互参加
職 員人事交流

自 治会交流

観 光・特産品販売

◆さんだ秋の観光と味覚まつり：9 月 21 日
　三田市の特産物を活用した「食」の情報発信イベントで、海女着姿で鳥羽の
特産品販売と観光情報などの発信を行いました。
◆魚

と と

魚まつり：10 月 8 日
　鳥羽の海産物をＰＲする「鳥羽魚魚まつり」で三田市ブースを開設し、特産
品の販売と観光情報などのＰＲが行われました。
◆三田市観光協会主催バスツアー
　12 月 20 日、三田市民を対象にしたバスツアーで 44 人のかたが鳥羽市を訪問しました。
　一行は、答志島で海女小屋体験や路地裏散策、首塚・胴塚など九鬼氏のルーツを訪れ、鳥羽の魅力を満喫されて
いました。

　地震などの大規模災害に備え、昨年 1月 18 日に災
害時相互応援協定を結んだことから、今年度は両市が
行う防災訓練で、衛星系防災電話で連絡を取り合う実
践的な訓練を行いました。

　両市の歴史・文化や特色ある取り組みについて学び、
今後の事業に生かすことを目的とした人事交流を行い
ました。

　鳥羽小学校と三田小学校の４年生が、互いの市につ
いて知ることを目的に、学習成果物や両市の社会科副
読本を交換し、職員間の交流も行いました。

　三田市区・自治会連合会が鳥羽市を訪問しました。
意見交換を行ったほか、相差町内会の取り組みなどを
視察し交流を深めました。

　10 月 19 日、鳥羽市と三田
市の少年野球チームが鳥羽市
の中央公園野球場で交流試合
を行いました。
　鳥羽市からは市内の野球
チームの６年生 25 人が２チームを編成し、試合を通し
て互いの友情と親ぼくを深めました。

【鳥羽市での交流事業】
　未来を担う人材を育成する「地球塾」では、三田市
からゲスト講師を招いて講演会を開催し、大勢のかた
に参加していただきました。
● 10 月 5 日
　三田市役所　印藤昭一さん
　「三田・九鬼氏の先祖祭祀について」

【三田市での交流事業】
　友好都市フォーラムが開催され、市文化財専門員の
豊田祥三さんが「鳥羽城周辺の整備とまちづくり」につ
いて基調報告を行い、パネルディスカッションでは、互
いの市のガイドボランティアが意見交換を行いました。

企画財政課企画経営室　  25１１０１

　鳥羽市と兵庫県三田市は平成 23 年７月１日、九鬼氏を中心とした歴史・文化における深い結びつきを
もとに「友好都市宣言」を締結しました。三田市と今年度行った交流事業についてお知らせします。

平成２５年度

友好都市三田市との交流概要
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▲

往路
中之郷 坂　手 佐田浜 菅　島 神　島 乗船時間

新
旧

13:35 発
(13:25) (13:35)

14:00 発
(14:00)

14:20 発
(14:20)

14:45 着
(14:45)

70 分
(80 分）

鳥羽市地域公共交通会議事務局（定期船課内）　  25４７７６

　市営定期船とかもめバス利用者のみなさんからのご意見、ご要望を踏まえ、４月１日からダイヤの一部
を改正します。新しい時刻表は、広報とば今号に折り込みましたので、確認の上、ご利用ください。

市営定期船とかもめバスの
ダイヤを一部改正します

４月1日から

（1）神島航路
中之郷～坂手～佐田浜間を中之郷～佐田浜の直行便とすることで、乗船時間を
10 分間短縮します。

▲

往路
中之郷 坂　手 佐田浜 和　具 答　志 乗船時間

新
旧

11:00 発
(11:00)

11:12 発
(11:12)

11:35 発
(11:35)

11:50 発
(11:55)

11:59 着
(12:04)

59 分
(64 分）

新
旧

13:10 発
(13:10)

13:33 発
(13:36)

13:45 着
(13:48)

35分
(38 分）

新
旧

14:50 発
(14:50)

15:00 発
(15:00)

15:20 発
(15:20)

15:42 発
(15:45)

15:54 着
(15:57)

64分
(67 分）

新
旧

16:40 発
(16:40)

16:55 発
(16:59)

17:04 着
(17:08)

24分
(28 分）

新
旧

17:45 発
(17:45)

18:08 発
(18:12)

18:20 着
(18:24)

35分
(39 分）

新
旧

18:20 発
(18:20)

18:30 発
(18:30)

18:45 発
(18:45)

19:00 発
(19:02)

19:09 着
(19:11)

49 分
(51 分）

▲

復路
答　志 菅　島 佐田浜 中之郷 乗船時間

新
旧

16:10 発
(16:05)

16:30 発
(16:30)

17:00 発
(17:00)

17:10 着
(17:10)

60 分
(65 分）

（2）答志航路 [ 往路 ] 和具での係船時間を調整することで乗船時間を短縮します。
　　　  11:50 発以降の和具発答志行きは、和具出港時刻を変更し、乗船時間を短縮します。
[ 復路 ] 答志の出港時刻と菅島での係船時間を調整することで乗船時間を短縮します。

４月１日から、市営定期船の全５航路のダイヤを一部改正します。
くわしくは、今号折り込みの市営定期船時刻表 ( 平成 26 年４月１日改正 )
をご覧ください。

市営定期船

広報とば 4



（3）菅島航路
[ 往路 ] 中之郷 13:35 発は、坂手を経由しないことで、乗船時間を短縮します。
           佐田浜 17:45 発は、かもめバスからの乗り継ぎがしやすくなります。
[ 復路 ] 佐田浜での係船時間を調整することで、中之郷までの乗船時間を短縮します。

（5）桃取航路 [ 往路 ] 佐田浜 12:05 発は、復路の佐田浜から中之郷への乗り継ぎ便を 5 分早くしたため、
　　　  出港時刻を 5 分早く調整します。
           中之郷 13:35 発の時間を調整することで、乗船時間を短縮します。
[ 復路 ] 佐田浜～坂手～中之郷を佐田浜～中之郷とすることで、乗船時間を短縮します。

中之郷 坂　手 佐田浜 菅　島 乗船時間

新
旧

13:35 発
(13:25) (13:35)

14:00 発
(14:00)

14:18 着
(14:18)

43 分
(53 分）

新
旧

17:45 発
(17:40)

17:58 着
(17:53)

13 分
(13 分）

菅　島 佐田浜 中之郷 乗船時間

新
旧

12:00 発
(12:00)

12:15 発
(12:20)

12:25 着
(12:30)

25 分
(30 分）

▲

往路

▲

復路

▲

復路

桃　取 佐田浜 ( 乗り継ぎ ) 坂　手 中之郷 乗船時間

新
旧

12:25 発
(12:30)

12:37 着
(12:42)

12:40 発
(12:45) (13:00)

12:50 着
(13:08)

25 分
(38 分）

▲

往路

中之郷 坂　手 佐田浜 ( 乗り継ぎ ) 桃　取 乗船時間

新
旧

13:35 発
(13:25) (13:35)

13:45 着
(13:45)

13:50 発
(13:50)

14:02 着
(14:02)

27 分
(37 分）

佐田浜 桃　取 乗船時間

新
旧

12:05 発
(12:10)

12:17 着
(12:22)

12 分
(12 分）

佐田浜 坂　手 乗船時間

旧 (12:45) (12:55) (10 分 )

中之郷 坂　手 乗船時間

旧 (13:25) (13:33) （8 分）

佐田浜 中之郷 坂　手 乗船時間

新 12:40 発 12:53 発 13:01 着 21 分

坂　手 中之郷 乗船時間

旧 (13:00) (13:08) （8 分）

坂　手 佐田浜 乗船時間

旧 (13:35) (13:45) (10 分 )
▲

往路

▲

復路

中之郷と佐田浜を経由するダイヤに変更します。（4）坂手航路

佐田浜 坂　手 菅　島 乗船時間

新
旧

20:10 発
(20:10)

20:22 発
(20:24)

20:34 着
(20:36)

24 分
(26 分）

坂　手 佐田浜 中之郷 乗船時間

新 13:05 発 13:17 発 13:27 着 22 分
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４月１日から、かもめバスの以下の４路線のダイヤを一部変更しますの
で主な変更内容についてお知らせします。今回の変更でそのほかのバ
スダイヤにも変更があります。くわしくは、今号折り込みのかもめバス
時刻表 ( 平成 26 年４月１日改正 ) をご覧ください。

かもめバス

①小浜～安楽島線 ( 平日、土曜・日曜日、祝日 )

●鉄道への乗り継ぎのために、「安楽島」発 9:30 を 9:27 に変更します。
●バスから定期船への乗り継ぎのために、「小浜漁協前」発 15:29 を15:24 に、「安楽島」発 16:10
　を16:05 に変更します。

②小浜～かんぽ／小涌園線 ( 全日 )

●全てのダイヤを「鳥羽駅」発着に統一します。
●定期船からバスへの乗り継ぎのために、「かんぽの宿鳥羽」発小浜漁協前行 10:11を10:15 に変
　更します。

③鳥羽小学校～石鏡港線 ( 土曜・日曜日、祝日のみ変更 )

●「鳥羽小学校」発 8:00 および「畔蛸口」発 15:17 は「海の博物館東」に停車します。
●周遊しやすいダイヤに変更するため、次のダイヤの発車・停車停留所と時刻を変更します。

  　「畔蛸口」・「石鏡港」方面行きの主な変更

　　 ・「鳥羽バスセンター」発 9：10 を「畔蛸口」から「石鏡港」終着に変更します。
　　 ・「鳥羽小学校」発 10：40 を10：15 に変更し、「石鏡港」から「畔蛸口」終着に変更します。

  　「鳥羽小学校」方面行きの主な変更

　　 ・「石鏡港」発 9:20 を 9:10 に変更します。
　　 ・「畔蛸口」発 10:35 を「石鏡港」発 10:50 に変更します。
　　 ・「石鏡港」発 11:55 を「畔蛸口」発 11:55 に変更します。

④鳥羽～国崎線 ( 平日・土曜・日曜日、祝日 )

●国崎・鳥羽展望台から鳥羽方面行きは「鳥羽駅」着発へ統一します。
●鉄道 ( 松尾駅 ) からバスへの乗り継ぎのために、土曜・日曜日、祝日ダイヤの「鳥羽バスセンター」
　発 18:55 を19:08 に変更します。
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平
成
26
年
度
に
実
施
す
る
人
間

ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
希
望

者
の
募
集
を
行
い
ま
す
。
応
募
者

数
が
定
員
を
上
回
れ
ば
、
公
開
抽

選
に
よ
り
受
診
者
を
決
定
し
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
申
し
込
み
方
法

の
詳
細
を
ご
案
内
し
ま
す
。

◆
対
象
者

〈
４
月
１
日
現
在
〉

①
鳥
羽
市
国
民
健
康
保
険
ま
た
は

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

て
い
る
か
た

②
人
間
ド
ッ
ク
は
30
歳
以
上
（
昭
和

59
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）
、

脳
ド
ッ
ク
は
40
歳
以
上
（
昭
和
49

年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
か

た※
脳
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
平
成

25
年
度
受
診
者
は
申
し
込
み
で
き

ま
せ
ん
。

※
受
診
日
に
鳥
羽
市
国
民
健
康
保

険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
い
な
い
か
た
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
。

◆
募
集
期
間

３
月
３
日

（月）
～
３
月
14
日

（金）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
曜
・
日
曜
日
は
除
く
）

◆
申
込
先

・
市
民
課
保
険
年
金
係

・
各
連
絡
所
窓
口

◆
申
込
方
法

　

保
険
証
を
持
参
の
上
、
窓
口
で

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

抽
選
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
半

券
を
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。
電

話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。
本
人
が
窓
口
に
て
申
し
込
ん

で
い
た
だ
く
の
が
原
則
で
す
が
、

同
世
帯
の
か
た
に
限
り
、
代
理
で

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
際
も
、
申
し
込
ま
れ
る
か
た
の

保
険
証
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
ド
ッ
ク
内
容
に
つ
い
て

不
明
な
点
な
ど
が
あ
れ
ば
、
申
し

込
み
時
に
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

◆
受
診
決
定
抽
選
日
時
・
場
所

　

受
診
者
は
、
公
開
抽
選
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。

３
月
20
日

（木）
午
前
10
時
～

市
民
文
化
会
館
４
階
・
第
３
小
会

議
室　

※
抽
選
結
果
の
順
に
受
診
月
を
優

先
さ
せ
る
た
め
、
定
員
割
れ
し
た

場
合
で
も
抽
選
を
行
い
ま
す
。

◆
抽
選
結
果

　

広
報
と
ば
５
月
1
日
号
に
抽
選

結
果
を
掲
載
す
る
ほ
か
、
市
民
課

と
各
連
絡
所
窓
口
に
も
掲
示
し
ま

す
。
抽
選
結
果
は
、
申
し
込
み
時

の
半
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
抽
選

ナ
ン
バ
ー
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

氏
名
な
ど
の
掲
示
は
行
い
ま
せ
ん

の
で
、
半
券
は
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち

　

抽
選
の
結
果
、
は
ず
れ
た
か
た

に
つ
い
て
は
、
全
員
キ
ャ
ン
セ
ル

待
ち
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
順
番
も
抽
選

で
決
定
し
ま
す
が
、
発
表
は
行
い

ま
せ
ん
。

※
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
平

成
25
年
度
抽
選
に
は
ず
れ
、
キ
ャ

ン
セ
ル
待
ち
で
受
診
で
き
な
か
っ

た
か
た
が
今
回
の
抽
選
で
も
は
ず

れ
た
場
合
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の

順
番
を
他
の
か
た
よ
り
優
先
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
順
番
は
平
成

26
年
度
の
抽
選
順
と
し
ま
す
。

※
一
方
の
病
院
で
受
診
希
望
者
が

定
員
割
れ
し
た
場
合
や
、
受
診
希

望
病
院
に
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た
場

合
、
順
次
、
電
話
に
て
連
絡
し
ま
す
。

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い

①
人
間
ド
ッ
ク
お
よ
び
脳
ド
ッ
ク
の

申
し
込
み
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
病

院
を
選
択
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
ド
ッ
ク
受
診
は
、
申
し
込
ま
れ

た
本
人
に
限
り
ま
す
。
他
の
か
た

に
当
選
の
権
利
を
譲
渡
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

③
受
診
日
は
、
病
院
と
の
日
程
調

整
を
行
い
、
抽
選
結
果
の
順
に
受

診
月
を
優
先
し
て
決
定
し
ま
す
。

ご
希
望
に
そ
え
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
受
診
日
の
変
更
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
都
合
が
悪
い
場
合

は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
り
ま
す
。

④
受
診
日
な
ど
を
直
接
病
院
へ
問

い
合
わ
せ
す
る
こ
と
は
、
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

⑤
平
成
26
年
度
の
人
間
ド
ッ
ク
受

診
決
定
者
で
40
歳
以
上
の
か
た

は
、
特
定
健
康
診
査
の
受
診
を
兼

ね
ま
す
の
で
、
特
定
健
康
診
査
受

診
券
を
送
付
し
ま
せ
ん
。

⑥
平
成
26
年
度
の
ド
ッ
ク
料
金
の

改
定
に
伴
い
、
健
診
費
用
（
自
己

負
担
額
）
を
改
定
し
ま
し
た
。
別

途
料
金
に
つ
い
て
も
改
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
確
認
の
上
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

市立伊勢総合病院健診センター 健診場所 伊勢赤十字病院健診センター
130人 募集人員 220人

13,000円（消費税込） 健診費用 14,000円（消費税込）
郵送 健診結果 郵送または診察を選択

乳がん検診（ﾏﾝﾓｸ ﾗ゙ﾌｨｰ）
5,890円

別検査
（別料金）

乳がん検診（ﾏﾝﾓｸ ﾗ゙ﾌｨｰ）
6,070円乳がん検診（エコー・触診）

3,780円
子宮がん検診　7,020円 子宮がん検診　3,190円
胃カメラを選択した場合

5,400円
胃カメラを選択した場合

2,980円

済生会松阪総合病院健診センター 健診場所 伊勢赤十字病院健診センター
130人 募集人員 80人

12,000円（消費税込） 健診費用 17,000円（消費税込）

ＭＲＩ、ＭＲA、頚動脈超音波検
査、身体計測、血圧測定、血液
検査、診断（郵送）

健診内容
ＭＲＩ、ＭＲA、大脳高次機能検
査、頚動脈エコー、尿検査、血
液検査、心電図、結果説明（３
週間後の診察）

平日（土曜・日曜日、祝日除く） 健診日 火曜・水曜日
※閉所恐怖症のかたは、ご遠慮ください。
※平成26年度は、伊勢赤十字病院での脳ドックの募集人員を20人増員しました。

※市立伊勢総合病院の婦人科検診は、基本検診と同日に受診できない場合があります。
※平成26年度より両方の病院で胸部Ｘ線撮影が1方向となります。

〈脳ドック〉

〈人間ドック〉

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の

受
診
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の

受
診
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

市
民
課
保
険
年
金
係　

 

25

1
1
4
8

ご
利
用
く
だ
さ
い
国
民
健
康
保
険
事
業
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           市役所の配置・組織が
   一部変更になります

水道課の係が組み替えられます

健康福祉課の一部の配置場所が変わります

　相談業務において、子育て支援室と子育て支
援センターの連携が必要であり、子どもに関
するさまざまな手続きや相談を一元化し利用者
の利便性を図るため、子育て支援センターを保
健福祉センターひだまりに配置場所を変更しま
す。なお、育児支援である子育て支援センター
のあそびの広場「だっこ」は、あおぞら保育所
２階で行います。

　介護予防事業において、地域包括支援セン
ター、健康係と協力していく必要があることか
ら、介護保険係を保健福祉センターひだまりへ
配置し、よりスムーズに事業展開していくこと
ができ、また利用者に対しても福祉部門を保健
福祉センターひだまりに一本化することで相談
や申請手続きが一本化され、より迅速な対応を
行います。

子育て支援室・子育て支援センターの
配置場所変更

介護保険係の配置場所変更

管理係 管理係

給水係 施設建設係

水源地係 施設維持係

保健福祉センター２階子育て支援室

あおぞら保育所２階

保健福祉センター１階

現状のまま

現在の配置場所
市民課横

介護保険係

女性相談員

あおぞら保育所２階子育て支援センター
（あそびの広場「だっこ」）

市民文化会館１階

現在の配置場所

子育て支援センター
（相談業務）

配置場所について

介護保険係の配置場所変更 子育て支援室・子育て支援センターの
配置場所変更

配置場所について

保健福祉センターひだまり１階

保健福
ひ
祉センター
だまり１階

あおぞら保育所２階

保健福祉センター２階子育て支援室

あおぞら保育所２階

保健福祉センター１階

現状のまま

現在の配置場所
市民課横

介護保険係

女性相談員

あおぞら保育所２階子育て支援センター
（あそびの広場「だっこ」）

市民文化会館１階

現在の配置場所

子育て支援センター
（相談業務）

配置場所について

介護保険係の配置場所変更 子育て支援室・子育て支援センターの
配置場所変更

配置場所について

保健福祉センターひだまり１階

保健福
ひ
祉センター
だまり１階

あおぞら保育所２階

総務課行政係　  25１１１２

４月1日から

広報とば 8



生活支援係
高齢・障害係

地域包括支援センター
介護保険係

倉庫
診察室３

EV
診察室１

前室

ひだまりホール
倉庫

診察室２
健康相談室

滅菌室 ンイテーミNＷOD グ

クッキングルーム 元気ルーム

吹抜

収納 更衣室 更衣室 湯沸

メイン玄関

♂トイレ ♀トイレ

湯
沸休日玄関 デイ玄関

室アィテンラボ関玄

社会福祉協議会

玄関

休憩室 会議室 会議室 応接室

録音室

下駄
作業・活動室

休日応急診療所
倉庫 ♂トイレ

玄関

更衣室 倉庫 ♀トイレ ♂トイレ

EV
機械

更衣室 UP

相談室１

社会福祉協議会　デイサービス

相談室２

喫茶・ラウンジ

健康係

子育て支援室

箱

2階

1階

保健福祉センターひだまりの新しい事務所配置図
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可燃ごみ

Q 衣類のファスナーやかばんの金具は
どうしたらいいの？ 外さず、そのまま出してください。

Q 汚れのとれないプラスチック製容器
はどうしたらいいの？

汚れがとれないようなら可燃ごみと
して出してください。

Q プラスチック製のものは全て可燃ご
みと考えたらいいの？

その他プラスチック製容器包装（そ
の他プラ）の対象でなければ可燃ご
みとなります。

不燃ごみ

Q 海苔やジャムの蓋は何ごみになる
の？ 不燃ごみとなります。

Q 傘は金属とビニール部分を分けて
出すの？ 分けずに不燃ごみとして出してください。

Q 電化製品は分解すれば不燃ごみと
して出していいの？

エアコン、テレビ、冷蔵庫（冷凍庫）、
洗濯機は分解せず、家電リサイクル
法に従って処理をお願いします。
小型家電は、黄色のかごに出してく
ださい。

雑がみ Q 「紙」のリサイクルマークがついてい
ても出せないものがあるの？

飲料用パックやお菓子の容器などで
中が銀色になっているものや防水加
工がしてあるものは、対象外となり
ます。

白色トレイ・
発泡スチロール

Q 白色トレイや発泡スチロールは砕い
て出したらいいの？

基本的には砕いてもらう必要はあり
ませんが、各地区に配布するネット
数に限りがありますので、地区によっ
ては砕いてもらうことをお願いする
地区もあるかもしれません。その際
には協力をお願いします。

Q 魚などの血がとれない白色トレイは
どうしたらいいの？

洗ってもらったのなら、血がとれてい
なくても、そのまま白色トレイとして
出してもらって構いません。

ペットボトル Q ラベルははがした方がいいの？
出すときはつぶした方がいいの？

ラベルをはがす必要はありませんが、
はがした場合、ラベルはその他プラ
として出してください。また、つぶし
て出す必要はありません。

缶
Q アルミ缶とスチール缶を混在させて

も大丈夫？ 問題ありません。

Q 缶の中にタバコの吸殻が入っている
缶はどうしたらいいの？ 不燃ごみとして出してください。

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

　４月からやまだエコセンターが稼動することに伴い、分別方法をいくつか変更します。昨年に各地区に
おいて説明会を開催し、変更点をお話しさせていただきましたが、みなさんからいただいた質問の中から
よくあったものを抜粋して掲載します。分別の際の参考にしてください。

ごみの分別方法が変わります
４月から

環境課資源リサイクル係　  25１１４９
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びん
Q 購入店でリターナブルびんの回収を

断られた場合はどうしたらいいの？
市のびん回収日に出してもらって構い
ません。

Q 割れたものはどうしたらいいの？ 飛散防止のため、袋（できれば透明）
に入れて出してください。

小型家電

Q 小型家電はどうやって出すの？ 今まで金属類を入れていた黄色のか
ごに入れてください。

Q 携帯電話やパソコンも出していいの？

出せます。ただし、個人が特定でき
るデータの消去は各自でお願いしま
す。また、ブラウン管タイプのパソコ
ンは収集対象外となりますので注意
してください。

乾電池、蛍光管、
スプレー缶

Q 体温計は何ごみになるの？ 水銀計なら蛍光管のかごに、電子計な
ら小型家電のかごに入れてください。

Q 乾電池は今まで
どおりでいいの？

マンガン電池、アルカリ電池は今ま
でどおり出せますが、ボタン電池や
充電式電池は収集対象外となります
ので注意してください。

Q スプレー缶のノズルは外して出すの？
外してもらう必要はありませんが、ス
プレー缶は使い切ったあと、穴を開
けて出してください。

ガラス・陶磁器類

Q 鏡の縁は外して出すの？ 外さずそのまま出してください。

Q 割れたものはどうしたらいいの？
割れていても問題ありませんが、飛
散防止のため、袋（できれば透明）
に入れて出してください。

粗大ごみ

Q 粗大ごみを今までと同様、松尾で取
り扱えないの？

申し訳ありませんが、各自でやまだ
エコセンターまで運搬してもらうか、
許可業者への依頼をお願いします。

Q
スプリング入りの家具を分解してス
プリングを取り出せばやまだエコセ
ンターに運搬していいの？

スプリングが取り出せていればやま
だエコセンターで受け入れ可能です。

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

　４月１日（火）からごみ処理を広域化することに伴い、焼却業務を円滑に終了させるため、
下記のとおり松尾清掃センターの開所日を変更させていただきます。なお、各家庭から出る
可燃ごみは収集カレンダーどおり 3 月３１日（月）も収集しますので、よろしくお願いします。

３月３０日（日）…平日と同様の時間を開所します。
　　　　　　　　（9：00 ～16：30）
３月３１日（月）…閉所しますのでごみの受け入れは
　　　　　　　　できません。

清掃施設開所日の変更について
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1日号
まちの話題

三
世
代
海
女
さ
ん
確
定
申
告
模
擬
体
験

大
規
模
災
害
に
備
え
て

地
元
で
採
れ
た
黒
の
り
を
子
ど
も
た
ち
に

手
作
り
お
や
つ
、
お
い
し
い
ね

　相差町の三世代海女・中川さん親子
が２月17日から開始された、インター
ネットを使った国税電子申告・納税シス
テム（e-Tax）を模擬体験しました。
　伊勢税務署員の説明を受けながら、静
香さんがパソコンを操作し、10分ほど
で入力を完了しました。
　システム操作を体験した静香さんは
「思ったより簡単。春から社会人になる
ので、良い経験になった」と感想を語っ
てくれました。

　市と一般社団法人三重県ＬＰガス協会
（代表理事　藤岡傳

つたう

氏）は２月18日、
同協会が鳥羽城跡の一角に防災倉庫を
設置し、ポータブルガス発電機やガスス
トーブ、ガスコンロなどの防災対応機器
を備蓄することとする「防災拠点災害対
応機器備蓄に関する覚書」に調印し、藤
岡代表理事より木田市長に防災倉庫の
鍵が手渡されました。
　木田市長は、「万が一の際、実効力の
ある備えとなる。災害は来てほしくはな
いが、しっかりした備えは市民のみなさ
んにとっても心強い」と述べ、謝意を伝
えました。

　２月７日、答志島や菅島ののり生産者
でつくる鳥羽地区黒のり養殖研究協議
会と答志島黒海苔産地協議会から市内
の子どもたちに、地元産のおいしい黒の
りを食べてもらおうと、黒のり５，０００
枚の寄贈がありました。
　木田市長は、「風味があっておいしい
のりに子どもたちも喜ぶと思います」と
お礼を述べました。
　なお、寄贈された黒のりは、市内の小
中学校、幼稚園、保育所の給食で提供さ
れました。

　池上地区青少年健全育成会は２月15
日、市立鳥羽小学校の家庭科教室で「お
やつ作り教室」を開きました。
 おやつ作りには、婦人団体「伊勢友の
会」の会員が指導にあたり、参加した池
上地区の小学１～６年生17人は、握っ
たすし飯を油揚げで包むいなりずし作り
や、餅にピーマンやチーズを乗せて焼く
お餅ピザ作りなどに挑戦しました。
　子どもたちは、自分たちで作った出来
たてのお餅ピザをうれしそうな笑顔で頬
張っていました。

広報とば 12



木
田
市
長
の

　
夜
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い

て
よ
く
会
う
女
性
の
グ
ル
ー
プ
が

あ
り
ま
す
。
私
は
毎
夜
歩
い
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ

の
グ
ル
ー
プ
は
ほ
と
ん
ど
毎
夜
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
る

よ
う
で
す
。
話
を
聞
い
て
み
る
と
、

も
う
十
年
以
上
続
け
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
こ
の
女
性
グ
ル
ー
プ

を
見
て
い
て
い
つ
も
思
う
こ
と
は
、

「
こ
の
人
た
ち
の
旦
那
さ
ん
達
も
、

い
っ
し
ょ
に
歩
け
ば
良
い
の
に
な

あ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
昼
間
、

仕
事
が
あ
っ
た
り
、
ゴ
ル
フ
な
ど

ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
と
十
分
に
運

動
を
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
の
で
、
あ
ま
り
余
計
な
こ
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
の
女

性
達
を
見
て
い
る
と
、
「
長
生
き

す
る
だ
ろ
う
な
あ
」
と
い
う
感
想

を
私
は
い
つ
も
持
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　
「
食
べ
る
」
と
い
う
こ
と
は
、

生
き
て
ゆ
く
た
め
に
ど
う
し
て
も

必
要
な
こ
と
で
す
。
長
い
人
類
の

歴
史
の
中
で
、
必
要
な
分
だ
け
食

べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
が
頻
繁
に
起
こ
り
ま
し
た
。
食

糧
の
確
保
が
大
問
題
だ
っ
た
わ
け

で
す
。
し
か
し
近
年
に
な
っ
て
、

逆
に
「
食
べ
過
ぎ
」
と
い
う
問
題

が
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
食
べ
過
ぎ
た
分
を
消
費
し
て

し
ま
わ
な
い
と
、
私
達
の
身
体
の

中
で
わ
る
さ
を
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
食
べ
る
こ
と
を
自

制
で
き
る
意
志
の
強
い
人
達
に
と

っ
て
は
、
あ
ま
り
大
き
な
問
題
で

は
な
い
で
し
ょ
う
が
、
私
の
よ
う

に
、
お
い
し
そ
う
な
も
の
を
見
る

と
つ
い
食
べ
て
し
ま
う
よ
う
な
者

に
は
、
生
活
習
慣
病
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
、
脳
梗
塞
、
心
臓
病
と
い

う
よ
う
な
言
葉
が
気
に
な
っ
て
く

る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

食
べ
た
い
も
の
を
食
べ
て
も
健
康

に
生
活
で
き
る
唯
一
の
方
法
は
、

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
し
ま

う
こ
と
で
す
。
高
齢
化
を
迎
え
た

社
会
に
お
い
て
、
そ
の
方
法
と
し

て
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
最
適
で

は
な
い
か
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
年
か
ら
、
鳥
羽
市

に
お
い
て
「
み
ん
な
が
歩
く
ま
ち
・

歩
け
る
ま
ち
」
を
進
め
る
こ
と
を

提
案
し
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
施
設
を
充
実
し

た
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開

催
し
た
り
し
ま
す
。
ひ
と
り
で
も

多
く
の
市
民
の
皆
様
が
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
実
行
し
て
く
だ
さ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
病
院
へ
行
っ
て
、
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
や
血
圧
を
下
げ
る
薬
を
処
方

し
て
も
ら
う
よ
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し

て
し
ま
っ
た
方
が
良
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
た
だ
言
え
る
こ
と
は
、
無
理
矢

理
歩
こ
う
と
し
て
も
長
続
き
は
し

ま
せ
ん
。
少
し
ず
つ
、
楽
し
ん
で

歩
数
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
と
言
え
ば
「
鳥
羽
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
も
の
で

す
。
そ
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
お

か
げ
で
鳥
羽
市
民
は
元
気
な
人
が

多
く
な
り
、
健
康
保
険
や
介
護
の

負
担
も
減
れ
ば
最
高
で
す
ね
。

Vol.130

　

２
月
７
日
に
開
幕
し
た
ソ
チ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
選
手
た
ち
に
よ
る

熱
い
戦
い
の
末
、
閉
幕
と
な
り
ま

し
た
。
い
よ
い
よ
３
月
７
日
か
ら

は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
幕
し
ま

す
。
日
本
か
ら
は
ス
キ
ー
の
ア
ル

ペ
ン
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
、
バ

イ
ア
ス
ロ
ン
に
20
人
の
選
手
た
ち

が
参
加
予
定
で
す
。

　

さ
て
、
そ
の
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
と
い
う
言
葉
で
す
が
、
１
９

６
４
年
の
第
13
回
国
際
ス
ト
ー

ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
車
い
す
競
技
大

会
を
東
京
で
開
催
し
た
際
の
「
愛

称
」
と
し
て
初
め
て
使
用
さ
れ
た

も
の
で
、｢

パ
ラ｣

＋
「
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
と
い
う
語
呂
合
わ
せ
は
、
日

本
人
が
発
案
し
た
そ
う
で
す
。
こ

の
言
葉
は
も
と
も
と
、
パ
ラ
プ
レ

ジ
ア(paraplegia:

脊
髄
損
傷
な

ど
に
よ
る
下
半
身
麻
痺
者)

＋
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク(O

lym
pic G

am
es)

の
造
語
で
し
た
。
し
か
し
、
１
９

８
５
年
に
Ｉ
Ｏ
Ｃ(

国
際
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会)

が
正
式
に
使
用
を

認
め
た
こ
と
と
、
半
身
不
随
者
以

外
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
パ
ラ
レ
ル(Parallel:

平

行)

＋
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
「
も
う

一
つ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
し
て

再
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に
あ
る
オ

リ
ン
ピ
ズ
ム
の
根
本
原
則
の
中
で

は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
こ
と
は

人
権
の
一
つ
で
あ
る
。
す
べ
て
の

個
人
は
い
か
な
る
種
類
の
差
別
も

な
く
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
に
よ

り
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
機
会
を
与
え

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
は
、

友
情
、
連
帯
そ
し
て
フ
ェ
ア
プ

レ
ー
の
精
神
に
基
づ
く
相
互
理
解

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
」
と
う
た
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク･

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
大
会
は
、
選
手
た
ち
の
熱
い
戦

い
の
場
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
異
な
る
人
種
、
思
想
を

持
っ
た
人
々
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
枠

を
越
え
て
、
「
人
権
」
に
つ
い
て

考
え
る
大
切
な
機
会
と
も
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク･

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

Vol.97

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
す
す
め
」
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◆常時携行品の例
非常持出品の中から、外出をすると
きもいつも持っておく方が役に立ち
そうなものを選びます。
□笛、ホイッスル　□小型懐中電灯
□携帯ラジオ　
□連絡メモ(自分や勤務先、家族、親
　戚などの連絡先をひかえたメモ)　
□携帯電話の充電器　
□飲料水・携帯食(飴、チョコレートな
　ど)　　など

★赤ちゃんや妊婦が
いる場合
□粉ミルク　
□ほ乳瓶(消毒セット)
□離乳食　
□紙おむつ　
□おしりふき　
□母子手帳　など

◆備蓄品の例
非常持出品とは別に、
災害復旧までの生活に
必要なものを家に準備
しておくものです。
食糧は少なくとも３日分
を目安に用意してくだ
さい。飲料水は１人１日
３ℓ程度、３日で９ℓが
目安です。

★ペットがいる場合
□ペットフード　
□ペット用品(食器、
　トイレ、リード、ケ
　ージなど)
□飼い主の連絡先
　など

★病気であったり、
薬を飲んでいる人が
いる場合
□お薬　
□お薬手帳・処方箋
　のコピー　
□連絡メモ(病状や
　処置の方法、緊急
　時連絡先、かかり
　つけ医などをひか
　えたメモ)　など

◆非常持出品の例
非常時に持ち出す物を必要
最小限に絞り込み、リュック
などに入れて目のつきやす
いところに置きましょう。
男性15kg、女性10kgまで
を目安とし、背負ってみて両
手を自由に動かすことがで
きるか確認してみましょう。

★高齢者や介護が
必要な人がいる場合
□介護用品　
□入れ歯　
□補聴器　
□大人用 紙おむつ
□杖・車いす　
□お薬　
□障害者手帳　など

vol.10vol.10

一
人
一
人
が
備
え
て
こ
！

 
防
災
力
Ｕ
Ｐ
！
鳥
羽

室
理
管
機
危
災
防
課
務
総
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1
1
1
8

東日本大震災から３年　　あなたの備えは十分ですか？

～災害時の非常持出品・備蓄品を準備しよう～
　大きな被害をもたらした東日本大震災から３年が経とうとしています。みなさんの中では少し
ずつ過去のことになっていませんか。しかし、今想定されている大地震はいつ起こってもおかしく
ないといわれています。いざというときのために、みなさんの日ごろの備えが必要不可欠です。
災害時の非常持出品・備蓄品を準備しておきましょう。

年に1度は袋の中身を点検し、
使用期限が迫っているものは
実際に使ってみましょう

ポイント１　時間経過に伴って必要になるものは変わる
★いつも持ち歩く「常時携行品」
★避難するときに自宅から持ち出す「非常持出品」
★支援物資が届くまでの数日を乗り切るために家などに置いておく「備蓄品」

ポイント２　家庭状況によって必要になるものは変わる

を
し
な
か
っ
た
か
ら
死
ん
だ
ん
だ

よ
」
「
あ
な
た
は
糞
だ
ら
け
の
汚

い
部
屋
で
ご
飯
を
食
べ
て
も
平
気
な

の
」
「
ゲ
ー
ム
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か

ら
、
死
ん
じ
ゃ
っ
た
ら
も
う
生
き

返
ら
な
い
ん
だ
よ
」
と
懇
々
と
話

し
た
ん
で
す
。
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。
子
ど
も
に
一
番
教
え

た
い
大
事
な
こ
と
“
命
あ
る
も
の

を
慈
し
む
気
持
ち
”
を
、
家
庭
で

き
ち
ん
と
伝
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
大
切
な

こ
と
で
す
よ
ね
。

　

同
年
代
の
子
ど
も
を
持
つ
親
子

が
集
ま
る
『
だ
っ
こ
』
で
は
、
い

ろ
ん
な
子
育
て
の
話
が
聞
け
た
り
、

育
児
の
ヒ
ン
ト
が
も
ら
え
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
『
だ
っ
こ
』 

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
子
育
て
に

つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

子
育
て
中
は
、
子
ど
も
の
さ
さ

い
な
言
動
や
自
分
の
子
育
て
に
つ

い
て
不
安
に
な
っ
た
り
、
悩
ん
だ

り
し
て
誰
か
に
聞
い
て
欲
し
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。
あ
そ
び
の
広
場

『
だ
っ
こ
』
で
は
、
そ
ん
な
思
い

を
持
っ
た
保
護
者
の
か
た
が
い
ろ

い
ろ
な
話
を
し
て
交
流
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
の
一
場
面
を
紹
介
し
ま

す
。

　

小
学
生
と
１
歳
の
子
ど
も
を
持

つ
お
母
さ
ん
が
こ
ん
な
話
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

あ
る
時
、
小
学
生
の
兄
が
ハ
ム

ス
タ
ー
を
飼
い
た
い
と
言
い
出
し
、

ち
ゃ
ん
と
自
分
で
世
話
を
す
る
こ

と
を
約
束
し
て
飼
い
始
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
１
年
経
ち
２
年
目
に
な

る
と
、
だ
ん
だ
ん
関
心
が
薄
れ
、

あ
ま
り
世
話
を
し
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ハ
ム
ス
タ
ー
が
死

ん
で
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
時
、

息
子
は
「
あ
っ
！
死
ん
じ
ゃ
っ

た
ー
」
っ
て
言
っ
た
ん
で
す
。
私

は
、
「
あ
な
た
が
ち
ゃ
ん
と
世
話

「子どもに
伝えたいこと」
「子どもに
伝えたいこと」

Vol.29

子育て支援センター
 25 ７２２5
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満
1
歳
に
な
る
元
気
な
お
子
さ
ん
の
写

真
（
デ
ジ
カ
メ
画
像
可
）
に
20
文
字
以

内
の
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
、
広
報
情
報

係
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

koho@
city.toba.m

ie.jp

田中　優
ゆ う の す け

乃介 ちゃん

山本　侑
ゆ う と

斗 ちゃん

中村　陽
ひ ま り

茉莉 ちゃん

山本　栞
しおり

ちゃん

岡本　爽
そ う ま

馬 ちゃん

山本　暦
こよみ

 ちゃん

平成25年1月25日生まれ（安楽島町）

平成 25 年2 月8 日生まれ（浦村町）

平成25 年1 月29 日生まれ（小浜町）

平成 25 年 2 月 8 日生まれ（浦村町）

平成 25 年 1 月 28 日生まれ（国崎町）

平成 25 年 2 月 8 日生まれ（浦村町）

生まれてきてくれてありがとう♡
元気に育ってね！

三つ子の三番目★
ご飯もりもり食いしん坊☆

これからもいっぱい食べて遊んで
元気に育ってね♡

三つ子の二番目★
愛想よくていつもにこにこ♪

元気に育ってくれてありがとう
だいすきだよ☆

三つ子の一番目★
一番の甘えん坊ちゃん♡

　律子さんは、楷書の小筆の四字熟語
できちんとよく整って書かれている。
唯一、ご夫婦で来てみえる。趣味が一
緒というのはよいものだ。今年入会し
たわりには、多数の字をうまくまとめ
られている。

　令子さんは、お母さんの看病のため、
伊勢高校を早期退職され、大変忙しい
かたである。行書の「松潭月色涼」は、
よく書かれ、流れ変化があり傑作であ
る。他の展覧会への出品ができるよう
期待している。

書
道

田
中
　
令
子

松
本
　
律
子

◆
近
藤
　
翠
山
　
選

15 広報とば



　

暮らしの情報　toba information

3 月１日～

暮らしの情報

広報とばに掲載された写真を差し上げます。
ご希望のかたは、総務課広報情報係まで。

お   
知   
ら   

せ

生
涯
学
習
講
座
学
習
成
果
展
示
発
表
会

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

 

25
１
２
６
８

　
平
成
25
年
度
生
涯
学
習
講
座
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
ど
う
ぞ
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。

と
き　
３
月
13
日

（木）
～
19
日

（水）

　
　
　
※
17
日

（月）
は
休
館
日

と
こ
ろ　
市
立
図
書
館
・
展
示
コ
ー
ナ
ー

出
品
講
座

・
パ
ス
テ
ル
・
水
彩
画

・
絵
画
入
門

・
実
用
書
道

・
指
文
字
ア
ー
ト

・
篆て

ん
こ
く刻

・
初
歩
の
陶
芸

・
ク
ラ
フ
ト
（
ポ
リ
マ
ー
ク
レ
イ
ア
ク
セ

サ
リ
ー
）

鳥
羽
の
定
住
応
援
事
業
奨
励
金

企
画
財
政
課
企
画
経
営
室

 

25
１
１
０
１

　
市
で
は
、
鳥
羽
に
定
住
し
て
い
た
だ
く

若
者
世
帯
を
応
援
す
る
た
め
、
「
鳥
羽
の

定
住
応
援
事
業
奨
励
金
」
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

交
付
要
件

・
本
年
度
に
お
い
て
、
本
市
に
住
宅
を
新

築
ま
た
は
購
入
に
よ
り
取
得
し
、
居
住
を

開
始
し
た
か
た

・
居
住
を
開
始
し
た
日
に
お
い
て
本
人
ま

た
は
配
偶
者
の
年
齢
が
満
40
歳
以
下
の
か

た・
市
に
納
付
す
べ
き
市
税
な
ど
に
滞
納
が

な
い
か
た
な
ど

申
請
期
限　
３
月
31
日

（月）

　

申
請
書
は
、
企
画
財
政
課
窓
口
の
ほ

か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
交
付
要
件
に
該
当
す

る
か
た
は
申
請
忘
れ
の
な
い
よ
う
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
企
画
財
政
課
企
画
経
営

室
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

み
え
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
特
区

M
i
e
 L
I
P
鳥
羽

　「
食
」
と
「
健
康
」
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

農
水
商
工
課
商
工
労
政
係

 

25
１
１
５
６

　
平
成
24
年
７
月
に
「
み
え
ラ
イ
フ
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
特
区
」
が
国
の
指
定
を

受
け
、
鳥
羽
を
含
む
県
内
７
拠
点
で
医

療
・
健
康
・
福
祉
分
野
へ
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
で
、
「
食
」
と
「
健
康
」
に

つ
い
て
三
重
大
学
の
西
村
訓
弘
副
学
長

や
、
２
万
を
超
え
る
野
菜
の
分
析
を
行

い
、
食
と
命
の
つ
な
が
り
を
研
究
す
る
株

式
会
社
デ
ザ
イ
ナ
ー
フ
ー
ズ
の
丹
羽
真
清

社
長
を
講
師
に
迎
え
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。
「
命
を
守
る
」
と
い
う
視
点
か

ら
日
々
の
「
食
」
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
ま
た
、
鳥
羽
は
多
く
の
か
た
に
お
越
し

い
た
だ
く
「
食
の
都
」
で
す
。
「
食
」
に

興
味
の
あ
る
か
た
や
食
材
の
生
産
や
飲
食

の
提
供
に
携
わ
る
み
な
さ
ん
、
「
食
」
の

意
義
と
役
割
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　
３
月
15
日

（土）

　
　
　
午
後
２
時
30
分
～
５
時

と
こ
ろ　
鳥
羽
国
際
ホ
テ
ル
（
鳥
羽
市
鳥

羽
一
丁
目
23

－

１
）

問
合
せ
先　
㈱
三
重
テ
ィ
ー
エ
ル
オ
ー

 

０
５
９
ー
２
３
１
ー
９
８
２
２

妊
婦
健
診
交
通
費
助
成
制
度

〈
申
請
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
〉

健
康
福
祉
課
健
康
係

 

25
１
１
４
６

　
市
で
は
、
妊
婦
健
診
を
受
け
る
た
め
、

通
院
し
た
場
合
に
か
か
っ
た
交
通
費
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
分
（
平
成
25
年
４
月
１
日

～
平
成
26
年
３
月
31
日
受
診
分
）
は
、
３

月
31
日

（月）
ま
で
に
健
康
福
祉
課
健
康
係
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
類
な
ど
く
わ
し
く
は
、
健
康
福

祉
課
健
康
係
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。山

歩
き
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

農
水
商
工
課
農
林
係

 

25
１
２
３
１

　
山
歩
き
に
は
気
候
の
い
い
時
期
に
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
３
月
15
日

（土）
ま
で
は
狩

猟
期
間
中
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
山
中
で
は
狩
猟
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
山
歩
き
を
さ
れ
る
か
た
は
、
目
立
つ

服
装
、
音
の
出
る
物
な
ど
を
着
用
し
、
く

れ
ぐ
れ
も
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
狩
猟
を
さ
れ
る
か
た
も
銃
器
、

猟
犬
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

まちで見かけた

元気な子
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暮らしの情報　toba information

information
3月１日～

　
４
月
１
日
か
ら
、
年
金
制
度
が
一
部
改

正
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
国
民
年
金
保
険

料
の
免
除
申
請
、
前
納
に
よ
る
割
引
制
度

な
ど
の
ほ
か
、
受
給
者
が
亡
く
な
ら
れ
た

と
き
の
未
支
給
年
金
に
関
す
る
改
正
事
項

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

は
、
申
請
を
し
て
認
め
ら
れ
る
と
保
険
料

の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

な
ど
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
け
ら
れ
る
期
間

は
、
直
前
の
７
月
（
学
生
納
付
特
例
は
直

前
の
４
月
）
ま
で
の
１
年
以
内
で
し
た
。

４
月
か
ら
は
、
申
請
時
点
の
２
年
１
か
月

ま
で
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
な
ど
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
免

除
な
ど
の
審
査
は
、
申
請
期
間
に
対
応
す

る
前
年
所
得
に
基
づ
き
行
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
免
除
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
本

人
の
ほ
か
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
に
つ
い

て
も
所
得
審
査
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
失
業
な
ど
を
理
由
と
し
た
特
例

免
除
の
対
象
期
間
も
拡
大
さ
れ
ま
す
。
４

月
か
ら
は
、
失
業
な
ど
が
あ
っ
た
年
の

翌
々
年
６
月
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
申

請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
際

は
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど
の

証
明
書
類
が
必
要
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の

　
２
年
前
納
制
度
の
創
設

　
国
民
年
金
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い

す
る
前
納
制
度
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
１
か

月
早
割
、
６
か
月
前
納
、
１
年
前
納
に
加

え
、
４
月
か
ら
割
引
額
が
よ
り
大
き
く
な

る
２
年
前
納
が
始
ま
り
ま
す
。
な
お
、
１

か
月
早
割
、
２
年
前
納
に
つ
い
て
は
口
座

振
替
の
み
対
応
可
能
で
す
。
口
座
振
替
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
年
金
手
帳
と
通

帳
、
そ
の
届
出
印
を
持
っ
て
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
平
成
26
年
度
分

に
つ
い
て
は
、
受
付
を
終
了
し
て
い
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

付
加
保
険
料
の
納
付
期
間
延
長　

　
国
民
年
金
の
付
加
年
金
と
は
、
通
常
の

保
険
料
に
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
プ

ラ
ス
す
る
と
、
将
来
の
年
金
額
に
上
乗
せ

し
て
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。
こ
の
申
し

込
み
を
さ
れ
て
い
る
か
た
で
、
こ
れ
ま
で

は
、
納
期
限
（
翌
月
末
）
ま
で
に
付
加
保

険
料
の
納
付
が
な
か
っ
た
場
合
は
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
４
月
か

ら
は
、
過
去
２
年
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　
未
支
給
年
金
と
は
、
年
金
の
受
給
権
者

が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
に
、
ま
だ
受
け

取
っ
て
い
な
い
年
金
が
あ
っ
た
場
合
や
、

亡
く
な
ら
れ
た
後
に
振
り
込
ま
れ
た
年
金

の
う
ち
、
亡
く
な
ら
れ
た
月
分
ま
で
の
年

金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、

亡
く
な
ら
れ
た
受
給
権
者
の
配
偶
者
、

子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
ま
た
は
兄
弟
姉

妹
の
順
で
、
死
亡
当
時
に
生
計
が
同
一
で

あ
っ
た
か
た
が
請
求
で
き
ま
し
た
。
４
月

か
ら
は
、
前
述
の
親
族
が
い
な
い
場
合
、

生
計
が
同
一
で
あ
っ
た
３
親
等
内
の
親
族

も
請
求
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
平
成
26
年
４
月
１
日
以
後
に
亡
く
な

ら
れ
た
か
た
の
未
支
給
年
金
が
範
囲
拡
大

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
市
民
課
保
険
年
金
係
ま

た
は
伊
勢
年
金
事
務
所
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

中井ぷりん メス 4 歳

申請期間 26年４月時点で申請が可能な期間
（　）内は学生納付特例の場合

審査の対象と
なる前年所得

平成23年分 平成24年３月～平成24年６月
（平成24年３月） 平成22年中所得

平成24年分 平成24年７月～平成25年６月
（平成24年４月～平成25年３月） 平成23年中所得

平成25年分 平成25年７月～平成26年６月
（平成25年４月～平成26年３月） 平成24年中所得

平成26年分 平成26年７月～平成27年６月
（平成26年４月～平成27年３月） 平成25年中所得

※平成26年分（学生納付特例を除く）は７月以降に申請できます。

※平成26年度の１か月の国民年金保険料額は15,250円
　ですが、平成27年度の保険料額は確定していないため、
　2年前納の割引額は変動することがあります。

申請期間と所得の関係

平成 26 年度における前納額

新たに請求できるかた

前納の種類 １回の納付額 割引額※

１か月早割（口座振替） ¥15,200 ¥50 

６か月前納
口座振替 ¥90,460 ¥1,040 
現　　金 ¥90,760 ¥740 

１年前納
口座振替 ¥179,160 ¥3,840 
現　　金 ¥179,750 ¥3,250 

２年前納（口座振替） ¥355,280 ¥14,800

１親等
子の配偶者、
配偶者の父母

２親等
孫の配偶者、

兄弟姉妹の配偶者、
配偶者の兄弟姉妹・祖父母

３親等
曾孫、曾祖父母、

甥・姪、
おじ・おば　など

未
支
給
年
金
の
請
求
権
者
の
範
囲
拡
大

vol.6

年金制度が一部
改正されます

市民課保険年金係
 25１１４８

伊勢年金事務所
 ０５９６

27３６０１
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幼
児
食
は
じ
ま
り
講
座

健
康
福
祉
課
健
康
係

 

25
１
１
４
６

　
市
で
は
、
幼
児
食
は
じ
ま
り
講
座
を
行

い
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
離
乳
食
を
卒
業
し
て

幼
児
食
へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
い
け
ど
、

「
何
を
」
「
ど
の
く
ら
い
」
食
べ
さ
せ
た

ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
保
護
者

の
か
た
は
い
ま
せ
ん
か
。
幼
児
食
の
進
め

か
た
の
お
話
や
簡
単
に
で
き
て
子
ど
も
が

よ
ろ
こ
ぶ
メ
ニ
ュ
ー
の
紹
介
・
試
食
な
ど

を
行
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
同
士
の
情
報
交

換
や
交
流
の
機
会
と
し
て
も
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
１
歳
～
１
歳
６
か
月
児
と
そ
の
保

護
者

と
き　
３
月
18
日

（火）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

２
階
・
ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル

内
容　
幼
児
食
の
進
め
か
た
に
つ
い
て
の

話
と
幼
児
食
の
紹
介
・
試
食
、
相
談

持
ち
物　
お
子
さ
ん
の
託
児
に
必
要
な
も

の募
集
組
数　
10
組
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
３
月
13
日

（木）

申
込
・
問
合
せ　
健
康
福
祉
課
健
康
係

文
化
講
座
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か

市
立
図
書
館

 

26
４
５
５
５

　
市
立
図
書
館
で
は
、
教
養
と
趣
味
を
兼

ね
た
、
俳
句
・
書
道
・
短
歌
・
絵
画
の
４

つ
の
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も

４
月
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

受
講
資
格　
中
学
生
以
上
（
保
護
者
と
同

じ
講
座
を
受
講
す
る
場
合
は
、
小
学
生
も

申
し
込
め
ま
す
が
、
書
道
は
小
学
３
年
生

か
ら
で
す
）

と
こ
ろ　
市
立
図
書
館
２
階
・
会
議
室

会
費　
１
講
座
・
年
間
３
，
６
０
０
円

申
込
先　
市
立
図
書
館

　
く
わ
し
く
は
、
市
立
図
書
館
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

鳥
羽
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

市
民
公
募
委
員

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

 

25
１
１
８
４

　
市
で
は
、
平
成
27
年
度
に
ス
タ
ー
ト
す

る
予
定
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

に
向
け
て
「
鳥
羽
市
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
条
例
」
を
定
め
、
「
鳥
羽
市
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
」
を
設
置
し
ま
す
。

　
「
鳥
羽
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
」
の
策
定
に
向
け
て
、
学
識
経
験
者

や
子
育
て
関
係
の
事
業
に
従
事
す
る
み
な

さ
ん
と
と
も
に
、
本
市
の
子
育
て
支
援
施

策
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
た
だ
く
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　
１
人
程
度

任
期　
委
嘱
日
～
平
成
27
年
３
月
31
日

応
募
資
格　

次
に
掲
げ
る
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
鳥
羽
市
に
住
所
を
有
す
る
か
た

②
応
募
日
現
在
の
年
齢
が
満
20
歳
以
上
の

か
た

③
子
育
て
中
の
か
た
、
子
育
て
経
験
の
あ

る
か
た
で
、
鳥
羽
市
の
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
に
関
心
の
あ
る
か
た

④
平
日
の
日
中
に
開
催
さ
れ
る
会
議
に
出

席
で
き
る
か
た
（
３
回
程
度
開
催
予
定
）

報
酬　
規
定
に
基
づ
き
支
払
い
ま
す

応
募
方
法　
公
募
委
員
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援

室
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
募
委
員
申
込
書
は
任
意
様
式
で
、
応

募
要
領
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま

り
２
階
（
健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
室
）

で
お
渡
し
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

募
集
期
限　
３
月
17
日

（月）

選
考
方
法　
選
考
委
員
会
が
書
類
審
査
に

よ
り
選
考
し
ま
す
。

選
考
結
果　
選
考
結
果
に
つ
い
て
は
、
ご

応
募
い
た
だ
い
た
か
た
全
員
に
郵
送
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
（
３
月
末
を
予
定
）

定
期
船
課
臨
時
職
員

定
期
船
課
管
理
係

 

25
４
７
７
６

　

市
で
は
臨
時
職
員(

桟
橋
業
務
員)

を
募

集
し
ま
す
。

職
種　
桟
橋
業
務
員　

２
人

雇
用
期
間　
４
月
か
ら
１
年
間
（
再
雇
用

あ
り
）

募
集
資
格　
昭
和
24
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
か
た

賃
金　

日
額
７
，
０
０
０
円(

通
勤
手
当

あ
り
・
時
間
外
手
当
加
算
あ
り)

申
込
方
法　
市
の
臨
時
・
嘱
託
職
員
登
録

申
込
書
に
履
歴
書
を
添
え
て
、
市
定
期
船

課(

鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
内)

へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
３
月
14
日

（金）

文化講座一覧

募
　
　
集

暮らしの情報　toba information

information
3月１日～

講座 と　　き 講　師 募集人員

俳句 第1木曜日
午後3時～5時 増田河郎子 15人

書道 第2木曜日
午後5時～7時 近藤　翠山 30人

短歌 第4木曜日
午後1時30分～3時30分 喜多さかえ 15人

絵画 第4木曜日
午後5時～7時 野村　昭輝 30人
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library 
news

木・金曜日は午後７時まで開館。
休館日は、月曜日・第２水曜日。

図書館だより

お知らせ

43 April
2014

March
2014

	Sun	 Mon	 Tue	 Wed	 Thu	 Fr i	 Sat	Sun	 Mon	 Tue	 Wed	 Thu	 Fr i	 Sat

図書カレンダー図書カレンダー

休館日

市立図書館　  26 4555

◎
お
は
な
し
の
会

と
き　
３
月
１
日
㈯
午
後
２
時
～

『
び
ん
ぼ
う
小
人
』ほ
か

◎
絵
本
と
紙
芝
居
の
会

と
き　
３
月
８
日
㈯
午
前
10
時
30
分
～

『
た
ん
ぽ
ぽ
ね
こ
』ほ
か

と
き　
３
月
16
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～

『
お
な
べ
と
や
か
ん
と
ふ
ら
い
ぱ
ん
の
け

ん
か
』ほ
か

◎
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

と
き　
３
月
21
日
㈮
午
後
２
時
～

テ
ー
マ「
に
ん
じ
ゃ
と
は
な
ん
じ
ゃ
？
」

◎
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
会

と
き　
３
月
14
日
㈮
午
前
10
時
30
分
～

『
の
り
も
の
つ
み
き
』ほ
か

◎
鳥
羽
こ
ど
も
の
本
の
会（
読
書
会
）

と
き　
３
月
11
日
㈫
午
前
９
時
45
分
～

テ
キ
ス
ト
『
サ
ー
カ
ス
の
少
年
と
鳥
に

な
っ
た
女
の
子
』

◎
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
勉
強
会

と
き　
３
月
18
日
㈫
午
前
10
時
～

◎
春
休
み
お
は
な
し
会

と
き　
３
月
25
日
㈫
午
後
２
時
～

『
あ
る
だ
ん
な
さ
ん
と
お
か
み
さ
ん
の
は

な
し
』ほ
か
。

文
化
講
座
展
覧
会
へ
ど
う
ぞ

平
成
25
年
度
文
化
講
座
会
員
の
作
品
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

と
き　
３
月
11
日
㈫
ま
で

と
こ
ろ　
市
立
図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

祝
日
開
館
の
お
知
ら
せ

３
月
21
日
㈮「
春
分
の
日
」は
午
前
９
時
～

午
後
５
時
ま
で
開
館
。
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《
一
般
書
》

『
新
し
い
介
護
』　　
　

大
田
仁
史
編
著

『
８
時
間
睡
眠
の
ウ
ソ
。』  

三
島
和
夫
著

『
寅
さ
ん
の
こ
と
ば
』　　

佐
藤
利
明
著

『
峠
越
え
』　　
　
　
　
　
　

伊
東
潤
著

『
虎
の
尾
』　　
　
　
　
　
　

今
野
敏
著

『
タ
ー
ミ
ナ
ル
タ
ウ
ン
』　　
三
崎
亜
記
著

『
舞
台
』　　
　
　

西
加
奈
子
著　
ほ
か

《
児
童
書
》

『
ク
ラ
ゲ
の
秘
密
』　　
　
三
宅
裕
志
著

『
時
計
が
わ
か
る
本
』　　

矢
玉
四
郎
著

『
大
江
戸
散
歩
』　　
　
　

香
月
日
輪
作

『
ピ
ク
ニ
ッ
ク
』 ジ
ョ
ン・バ
ー
ニ
ン
ガ
ム
作

『
う
ら
し
ま
た
ろ
う
』　

高
見
八
重
子
絵

『
し
ろ
ず
も
う
』 　

 

丸
山
誠
司
著 

ほ
か

新 

刊 

情 

報

行政チャンネルとば番組案内（ケーブルテレビ　アイティービー）

3 月 1 日
～

3 月 15 日

特　集 ４月１日から市営定期船とかもめバスの
ダイヤを一部改正します

お知らせ
国保人間ドック・脳ドックの受診者募集
第 7 回美し国市町対抗駅伝大会の結果について
農水産物直売所「鳥羽マルシェ」のロゴマーク募集

ｺﾐｭﾆﾃｨ 
＆ﾄﾋﾟｯｸｽ

市内で行われたイベントなどの模様を、アイティー
ビーのニュース映像を用いてお伝えします

3 月 16 日
～

3 月 31 日

特集 新しいごみ処理施設について

お知らせ
みえ森と緑の県民税について
年金制度が一部改正されます
定住支援事業奨励金（再）

ｺﾐｭﾆﾃｨ 
＆ﾄﾋﾟｯｸｽ

市内で行われたイベントなどの模様を、アイティー
ビーのニュース映像を用いてお伝えします

上記の番組放送以外の時間は文字情報放送を繰り返し放送します。また議会日程および放送内容・タイトルについては変更される場合がありますのでご了承ください。
番組内容については広報情報係  25 1102、加入申し込みについては㈱アイティービー 0120-270-089 へ問い合わせてください。

アナログ　6ch
（デジアナ変換）
デジタル　123ｃｈ

製作番組「テレビ広報とば」
　　　　　（番組時間約 30 分）

放送時間　午前6時、8時、10時、
12 時、午後 2 時、4 時、6 時、8 時、
10 時～

鳥羽健康づくり体操
「ヨガ lesson1」

放送時間　午前 7 時～
　 　　午後 1 時～、7 時～

放送時間　午後 1 時 10 分～、
　　　　　  午後 7 時 10 分～

議会録画中継
（平成 26 年第 1 回定例会）

3 月 2 日（日） 一般質問
3 月 7 日（金） 質疑
3 月 26 日（水） 閉会
3 月 27 日（木） 定例市議会開会（再放送）
3 月 28 日（金） 一般質問（再放送）
3 月 29 日（土） 質疑（再放送）
3 月 30 日（日） 閉会（再放送）
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資源保護のために再生紙を使用しています。

編
集
後
記

広
報
マ
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

寺
本　
み
ん
な
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
見
と
っ
た
？

浜
崎　
日
本
代
表
選
手
が
ん
ば
り

ま
し
た
ね
。

寺
本　
ど
の
選
手
が
一
番
印
象
に

残
っ
て
る
？

浜
崎　
や
っ
ぱ
り
、
フ
ィ
ギ
ア
ス

ケ
ー
ト
の
羽
生
選
手
の
金
メ
ダ
ル

で
す
か
ね
。

山
本　
僕
は
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ

の
葛
西
選
手
で
す
。
さ
す
が
レ

ジ
ェ
ン
ド
。

寺
本　
い
や
い
や
、
女
子
フ
ィ
ギ

ア
ス
ケ
ー
ト
の
浅
田
選
手
や
ろ
。

心
が
折
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
状

況
で
、
あ
の
フ
リ
ー
の
演
技
は
本

当
に
感
動
し
た
わ
。

山
本　
僕
も
ト
リ
プ
ル
ア
ク
セ
ル

に
挑
む
気
持
ち
で
広
報
の
仕
事
が

ん
ば
り
ま
す
よ
！

寺
本　
（
空
回
り
し
そ
う
や
な
…
）

　
答
志
島
の
和
具
で
は
、２
月
か
ら
４
月
頃

の
間
、島
の
特
産
品
で
あ
る「
塩
ワ
カ
メ
」を

作
る
作
業
風
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

和
具
の
海
岸
沿
い
に
は
、ワ
カ
メ
を
茹
で

る
大
き
な
釜
が
数
十
基
並
べ
ら
れ
て
お
り
、

辺
り
は
も
う
も
う
と
湯
気
が
立
ち
上
が
り
、

港
全
体
が
潮
の
香
り
に
包
ま
れ
ま
す
。釜
か

ら
あ
げ
た
後
は
、冷
た
い
海
水
の
入
っ
た
水

槽
で
熱
を
と
り
、塩
を
ま
ぶ
し
、茎
を
取
り

除
い
て
絞
っ
て
選
別
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
塩
ワ
カ
メ
づ
く
り
の
風
景
は
答

志
島
に
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
島
な
ら

で
は
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
塩
ワ
カ
メ
づ
く
り
の
風
景
は
、環
境

省
が
認
定
す
る「
か
お
り
風
景
１
０
０
選
」

に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

今
日
は

ひ
な
祭
り
や
よ

 ３月３日のひな祭りは、ひな人形を飾り、
女の子の健やかな成長と幸せを願う日です。
ひな祭りの食べ物にはそれぞれ意味があるそ
うです。また、調べてみるのも良いですね。

お
ひ
な
さ
ま
、

　
　
き
れ
い
や
ね

ひ
な
祭
り
は
、

女
の
子
の
成
長
と
幸
せ
を

願
う
日
な
の
よ
。

そ
う
な
ん
だ

今
日
は
、
ひ
な
祭
り

メ
ニ
ュ
ー
か
。

美
味
し
そ
う
～

大
き
く
育
っ
て
な

う
ん

塩ワカメづくり

鳥羽の島遺産 100 選
鳥羽の離島 4島 -島のお宝

vol.11

す こ や にか

おみらむい　絵

vol.88

とば っこ げんきっこ

広報とば 20


